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山
二
ひ
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Ｍ

川
為

田だ
遺

跡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・９２

１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
市
米
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年
度
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
―

一

九
九
八
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
中
野
雅
美

・
物
部
茂
樹

・
加
藤
和
歳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
護
岸
施
設

・
橋
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
―
中
世

・
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

百
間
川
米
田
遺
跡
は
、
旭
川
の
放
水
路
と
し
て
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
百
間

川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
。
岡

山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
は
、
建
設
省
か
ら
委
託

を
受
け
て
、　
一
九
七
七
年
か
ら

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、

百
間
川
米
田
遺
跡
は
、
縄
文
時

代
晩
期
か
ら
中

・
近
世
に
至
る

複
合
遺
跡
で
、
常
に
臨
海
性
の

(岡山北部)
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性
格
を
も
っ
た
遺
跡
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
特
に
余
良
時
代
に
は
、
数
多

く
の
掘
立
柱
建
物
群
、
「上
三
宅
」
の
墨
書
土
器
、
さ
ら
に
は

「官
」
の
刻
印

を
も
つ
須
恵
器
な
ど
か
ら
、
備
前
国
府
と
関
係
が
深
い

「泊
」
の
存
在
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
世
の
運
河
と
考
え
ら
れ
る
大
溝
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

大
溝
の
周
辺
に
は
大
規
模
な
屋
敷
地
群
が
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
安
時

代
後
半
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
膨
大
な
量
の
遺
物
が
出
上
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
遺
物
の
中
に
は
、
輸
入
陶
磁
器
を
は
じ
め
国
内
各
地
の
土
器
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
古
代
末
か
ら
中
世
に
お
い
て
も
、
備
前

地
域
の
重
要
な
港
町
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
考
え
ら
れ
る
。

木
簡

（柿
経
）
が
出
土
し
た
地
点
は
、
そ
の
港
町
か
ら
北
西
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
に

位
置
す
る
。
今
回
の
調
査
区
で
は
、
南
西
か
ら
北
東
方
向
に
流
れ
る
幅
約
四
〇

ｍ
の
河
道
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
河
道
に
は
、
長
さ
約
四
〇
教
ｍ
の
橋
が
架
け

ら
れ
て
お
り
、
基
礎
構
造
も
良
好
に
残
存
し
て
い
た
。
橋
脚
は
、
直
径
約
三

〇
帥
の
松
材
が
多
く
使
用
さ
れ
、
二
本

一
封
で
約
四
ｍ
間
隔
で
入
な
い
し
九
カ

所
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
基
礎
部
は
、
橋
脚
列
を
中
心
に
約
四

・
五
ｍ
の
幅

で
、
縦
杭

・
横
木

。
板
材
を
組
み
合
わ
せ
て
橋
に
平
行
し
た
木
枠
を
作
っ
て
い

た
。
そ
の
木
枠
の
内
側
の
底
部
に
粗
柔
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
部
に
捨
て
石
を

詰
め
込
ん
で
い
た
。
橋
脚
の
数
か
ら
み
て
橋
は
何
度
か
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、

遺
物
の
堆
積
状
況
か
ら
、
最
初
の
橋
の
構
築
は
室
町
時
代
初
期
で
、
そ
の
後
何

度
か
の
改
修
を
経
て
、
最
終
的
に
は
室
町
時
代
後
半
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
大

規
模
な
洪
水
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
柿
経
は
橋
の
上
流
側

中
心
部
付
近
の
木
枠
材
に
引
っ
か
か
る
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

側

　

「勝
如
来
処
千
道
場
菩
提
樹
下
坐
師
子
坐
諸
天

見
上
２９
１
中
↓

含
ｏ
じ

×
Ｆ

×
Ｐ

¨
　
ｏ
毬

②

　

男
子
善
女
人
不
須
為
我
復
起
塔
寺
及
作
僧
坊

盆
中
２５
１
む

（‘
Ｃ
×
Ｆ
×
Ｐ
い
　
ｏ
曽

①

　

「楽
之
具
皆
給
与
之

一
一
衆
生
与
満
間
浮
提
金

翁
下
１０
１
じ

含
∞
じ

×
Ｆ

×
Ｐ

伽
　
ｏ
毬

①
は
二
つ
の
断
片
が
接
続
し
た
。
い
０
は
上
端
を
尖
ら
せ
る
形
状
を
と
る
。

内
容
は
い
ず
れ
も

『妙
法
蓮
華
経
』
で
、
い
は
巻
第
三
化
城
喩
品
第
七
、
り
は

巻
第
三
分
別
功
徳
品
第
十
七
、
①
は
巻
第
六
随
喜
功
徳
品
第
十
人
の
一
節
で
あ

る

（『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
に
お
け
る
頁
・
段
。
行
を
釈
文
の
下
に
註
記
し
た
）。

今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
他
に
も
木
簡

・
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
が
、

報
告
書
未
刊
行
の
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
刊
行
の
本
報
告
に
譲
り
た

い
。

９
　
関
係
文
献

岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
報

『吉
備
』
二
三

（
一
九
九
七
年
）

（中
野
雅
美
）


